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	【連絡事項】打撃に関する判断基準と運用方針について 
	1. 安全面を優先した基本方針 
	 
	2. 適用基準の明確化 
	※対象部位は「頭部＋顔面（顎・頬など）」顔面への衝撃も脳震盪のリスクがあるため、頭部打撃と同様のフローを適用 
	3. 客観性を担保する判定体制（複数の目による確認） 
	 
	4. 振り返りと改善の実施 


